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発行人 川澄 新一  編集人 小宮 裕幸 

埼玉県さいたま市大宮区錦町427 

スローガン「会社施策に真正面から向き合い、安全とサービスレベルの低下を許さない

たたかいを創りだすことを通じて、組織強化・拡大を勝ち取ろう！」 

組織的課題 
１．組織強化・拡大のたたかいについて 
（１）分会大会については全組合員参加型の分会大会を創意工夫して創り出し、１０月末までに開催します。 

（２）組織拡大を勝ち取るために、各機関で組織拡大に特化した議論の場を創りだします。 

（３）各地方・各職場の教訓的な組織拡大のたたかいを共有化し、さらなる組織拡大を勝ち取ります。 

（４）過半数労働者代表選について議論を深め、勝利を目指すたたかいを通じて組織強化・拡大を勝ち取ります。 

（５）３６協定締結以降の検証運動を通じた組織強化・拡大をめざして、「３６検証会議」を適宜開催します。 

（６）不当労働行為やパワーハラスメントに抗するたたかいを創りだします 

２．安全風土再確立のたたかいについて 
（１）責任追及から原因究明への職場風土を創りだすために、職場で発生している事故・事象を捉え返し、鉄道の安全につ

いて議論できる職場風土をめざします。 

（２）原因究明委員会を開催し、事象に対しての原因と背後要因を正確に掴みだし、組織としての対策を確立していきます。 

（３）「懲罰的日勤教育」を許さないたたかいを組合員と共に創りだします。 

３．憲法９条を守り広め、安全で安心して過ごせる社会を創造するたたかいについて 
（１）地本主催「憲法９条改悪を許さず、美世志会・連帯する全ての仲間と共に平和な社会を創りだす 8.31 集会」を開催します。 

  日時：２０２４年８月３１日（土）14:00 場所：さいたま市文化センター 多目的ホール 

（２）美世志会と共にえん罪のない、安心して過ごせる社会を創り出すため、本部主催の「１１・１集会（仮称）」に参加します。 

（３）「１９日行動」をはじめとした、平和を求める行動に積極的に参加し連帯の輪を広めていきます。 

（４）第５０回衆議院議員選挙に向けて JR 東労組が推薦する議員の勝利をめざします。 

業務的課題 
１．JR 東労組大宮地本「２０２４政策提言・施策検証会議」の開催について 

  日時：２０２４年９月８日（日） 10:30 開始 場所：レイボックホール 集会室１ 

２．年末手当のたたかいについて 
分会大会や総対話で議論を深め、スケジュール感を持ち報告集会や座談会を開催。山場に向けて地本集会を開催。 

3．各種施策の取り組みについて 
（１）施策の問題点を明らかにし、どのようにしたら改善できるのか、組合案を打ち出せる運動を創りだします。 

また、要求実現に向けて職場討議・団体交渉を行います。 

（２）全ての系統において、各種施策の目的と職場実態をもとに組合員と相互に議論し、検証運動を創りだします。 

４．２０２４年度「出向者・エルダー意見交換会」の開催について 
日時：２０２４年１０月２０日（日） １４：００開始 場所：大宮総合車両センター 食堂（予定） 
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７月２０日 宇都宮駅大会議室  

大宮地本「２０２４政策提言・施策検証会議」を開催します！ 
日にち：２０２４年９月８日（日） 

時  間：１０：３０開会（１０：００受付開始）  

場  所：さいたま市民会館おおみや 

「ＲaiBoC Hall」 第１集会室 

三役体制 

執行委員長  日笠 将幸 

執行副委員長  柴田 誠一 

執行副委員長  鈴木 孝洋 

執行副委員長  金杉 充〇【新任】 

書  記  長  関〇 孝介【新任】 
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三役体制 

執行委員長  千葉 直樹 

執行副委員長   大室 元信 

執行副委員長   堀江 宏隆【新任】 

書  記  長   坂本 務 

７月２０日 さいたま市産業振興会館 
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三役体制 

執行委員長  高橋 建太【新任】 

執行副委員長  千葉 大輔 

執行副委員長  佐藤 佳成 

執行副委員長  杉本 健太【新任】 

書  記  長  根岸 賢一【新任】 

７月２７日 さいたま市産業文化センター 

※昨年の施策検証会議 



２０２４年８月３０日         ＪＲ東労組大宮地本            第２８３号（４）                                    

                         

          

                                   

             

７
月
２
９
日
、
大
宮
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
第
７
会
議
室
に

お
い
て
、
大
宮
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
支
部
「第
３
８
回
定
期

大
会
」を
開
催
し
、
６
名
の
代
議
員
か
ら
の
発
言
で
今
後
一

年
間
の
方
針
に
肉
付
け
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

発
言
内
容
は
地
本
主
催
の
各
種
研
修
に
参
加
し
て
の
感

想
、
自
身
の
再
加
入
に
つ
い
て
、
会
社
施
策
や
職
場
の
問

題
、
エ
ル
ダ
ー
雇
用
制
度
に
お
け
る
面
談
で
の
会
社
姿
勢
、

労
働
組
合
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
、
と
様
々
な
視
点
か

ら
代
議
員
に
発
言
を
頂
き
、
会
社
の
強
行
姿
勢
か
ら
自
分

た
ち
を
守
る
た
め
に
は
労
働
組
合
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

組
織
強
化
・拡
大
の
必
要
性
も
あ
ら
た
め
て
参
加
者
全
員

で
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
後
、
大
会
発
言
で
出
さ
れ
た
諸
問
題

解
決
に
向
け
て
、
当
該
分
会
や
大
宮
地
本

な
ど
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
「
安
全
・
健

康
・
ゆ
と
り
・働
き
が
い
」
が
あ
る
検
修
職

場
を
新
た
に
支
部
に
決
意
し
た
仲
間
達
と

共
に
創
り
だ
し
て
い
き
ま
す
。 

７月２９日 大宮総合車両センター第７会議室 

             

 

大
宮
支
社
支
部
は
、
７
月
２
６
日
に
１
０
名
の

参
加
の
下
、
大
宮
地
本
会
議
室
に
て
第
２
回
定
期

総
会
を
開
催
し
、
一
年
間
の
運
動
の
成
果
と
今
後

一
年
間
の
た
た
か
う
方
針
を
参
加
者
全
員
で
確

認
し
ま
し
た
。 

少
人
数
な
が
ら
も
、
夏
季
・年
末
手
当
交
渉
や

２
０
２
４
春
闘
の
た
た
か
い
を
支
部
全
体
で
創
り

出
し
、
平
和
に
対
す
る
取
り
組
み
を
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
、
過
半
数
代
表
者
選
挙
を
た
た
か
い
抜

い
た
事
を
確
認
し
ま
し
た
。
議
論
で
は
組
合
員
か

ら
、
「組
織
再
編
に
伴
い
業
務
量
が
増
加
し
、
超
過

勤
務
が
増
え
た
。
」「制
度
の
変
更
が
メ
ー
ル
一
つ

の
み
で
説
明
会
が
無
い
。
」な
ど
普
段
の
業
務
の
苦

労
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

大
宮
支
社
支
部
は
確
認
さ

れ
た
方
針
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま

で
積
み
上
げ
て
き
た
取
り
組

み
を
今
後
も
継
続
し
て
い
く

と
共
に
、
仲
間
と
の
関
わ
り
を

さ
ら
に
強
め
、
東
労
組
運
動
を

推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

三役体制 

執行委員長    小林 修 

執行副委員長   杉本 博輝 

書   記   長   山下 大輔 

７月２６日 大宮地本会議室 

三役体制 

執行委員長             宮尾 真悟  

執行副委員長         片桐 朋希 

書   記   長            小泉 将吾 

日にち ２０２４年９月２２日（日） 

時間   １３:００開始 

場所  さいたま市民会館おおみや 

RaiBoC Hall 第１０集会室 


